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(57)【要約】
【課題】簡素な構成で、効率よく感光体フィルミングを
抑制することができる画像形成装置を提供する。
【解決手段】粒径７μｍ以下、円型度０．９７以上であ
り、小径シリカと中径シリカと大径シリカとの３種類の
シリカを外添した重合トナーと、従動回転し、表面の凹
凸の平均ピッチが１０～３０μｍである帯電ローラ２１
と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒径７μｍ以下、円形度０．９７以上であり、小径シリカと中径シリカと大径シリカと
の３種類のシリカを外添した重合トナーと、
　従動回転し、表面の凹凸の平均ピッチが１０～３０μｍである帯電ローラと、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記凹凸は、微粒子で形成することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記凹凸は、型形状により形成することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記凹凸は、研磨により形成することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記帯電ローラのＪＩＳ－Ａ硬度は、４５～６５°であることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記帯電ローラの接触圧は、３Ｎ／ｍ以上であることを特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記トナーの外添は、オイル含有シリカであることを特徴とする請求項１～６のいずれ
か１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　少なくとも像担持体と現像装置とが一体に支持されて、画像形成装置本体に着脱可能な
プロセスカートリッジを有することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画
像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、像担持体の表面に均一な帯電をする帯電装置を備えた画像形成装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、像担持体として感光体ドラムが用いられている画像形成装置が知られている
。感光体ドラムは、例えば、アルミニウム製の円筒基体の表面に有機感光材料層等の感光
材料層を形成したものであり、回転駆動する。感光体ドラムの周囲には、帯電ローラ、不
図示のレーザビーム走査光学系、現像手段としての現像器、転写ローラおよびクリーナが
順次配置される。
【０００３】
　まず、帯電ローラによって感光ドラム上を均一に帯電した後、レーザビーム走査光によ
り静電潜像を感光ドラム上に形成する。そして、静電潜像に応じて現像器中のトナーによ
り可視像化する。記録媒体すなわち転写紙Ｐは、感光体ドラムと転写ローラとの略当接部
で転写され、転写紙Ｐ上の画像は定着器で溶融定着される。
【０００４】
　また、現像器は、現像剤担持体としての現像ローラ、現像ローラに非磁性一成分トナー
（負極性）を供給する供給ローラ、供給ローラ近傍に容器中のトナーを搬送する撹拌部材
、現像ローラ上のトナー量を規制する現像剤規制部材としての現像ブレードが配設される
。尚、現像ローラは感光ドラムと当接するため、弾性体で形成される。また、現像ブレー
ドは、金属薄板のバネ弾性を利用して圧接触される。
【０００５】
　ここで、現像ローラには、トナーを現像ローラから感光ドラム側へ転移させるために、
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現像バイアス電源により所定電位が供給される。また、規制ブレードには、トナーの帯電
量を安定化させるために、ブレードバイアス電源が接続される。ブレードバイアス電源は
、現像バイアス電源と同電位のもの、各々異なる電位を供給するもの等各種存在する。
【０００６】
　例えば、現像ローラには現像バイアス電源から－３００Ｖの電圧が常時供給され、一方
の現像ブレードにはブレードバイアス電源から－４００Ｖが供給されることで、現像ロー
ラと現像ブレード間に約１００Ｖの電位差を生じさせる場合もある。これによって、トナ
ー帯電量の安定化が計られ、トナー漏れの改善が得られる。また、現像ブレードに常時Ａ
Ｃバイアスを印加する例もある。転写残トナーはクリーナへ運ばれ、入り口シールを通過
し、クリーナブレードに書き落とされて廃トナーとして搬送される。
【０００７】
　特許文献１には、表面に微小凹凸を形成する目的でカーボン粒子が用いられた帯電ロー
ラを有する画像形成装置が開示されている。
【０００８】
　また、特許文献２には、像形成体に対向配置された帯電部材の本体周面に、絶縁性材料
からなる微小高さの凸条形状をなす絶縁性部材を設け、かつ絶縁性部材の凸条の相互の谷
間となる谷部分に放電用の電極体を配した構成と成し、電極体は直流電源または直流成分
を有する交流電源に接続されており、帯電部材を像形成体へ押圧接触させたときに電極体
と像形成体との間隙が気中放電に適した距離となるように構成された帯電装置が開示され
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、従来の画像形成装置では、重合トナーに含まれるワックスや外添剤などの物質
（感光体フィルミング原因物質）が、感光体に付着し、強固についたものがクリーナで除
去できず、帯電、現像、転写、クリーナで除去できず、さらに強固に付着していきながら
、最終的に、トナーがトラップされ融着して感光体フィルミングという現象を引き起こす
という問題があった。
【００１０】
　また、特許文献１に開示された画像形成装置では、微小凹凸形状に関する明確な記載が
なく、感光体フィルミングを抑制する課題が解消されていない。
　さらに、特許文献２に開示された画像形成装置では、帯電部材からのオゾンの発生量を
極限まで減少させるために、帯電ローラに凸条形状を形成しているので、感光体フィルミ
ングを抑制する課題が解消されていない。
【００１１】
　本発明は、前記課題を解決するためのものであり、その目的とするところは、簡素な構
成で、効率よく感光体フィルミングを抑制することができる画像形成装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　かかる目的を達成するために、本発明は、以下の特徴を有する。
【００１３】
　本発明に係る画像形成装置は、粒径７μｍ以下、円型度０．９７以上であり、小径シリ
カと中径シリカと大径シリカとの３種類のシリカを外添した重合トナーと、従動回転し、
表面の凹凸の平均ピッチが１０～３０μｍである帯電ローラと、を有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、簡素な構成で、効率よく感光体フィルミングを抑制することができる
。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】タンデム型のカラー画像形成装置の全体構成を示す図である。
【図２】第１の実施形態に係る帯電装置を示す図である。
【図３】第１の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。
【図４】第２の実施形態に係る帯電装置の凹凸形状を示す断面図と正面図である。
【図５】第２の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。
【図６】第３の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本実施形態について図面により詳細に説明する。
【００１７】
　図１は、タンデム型のカラー画像形成装置の全体構成を示す図である。カラー画像形成
装置は上下方向に直線状に並設された像担持体となる４個の電子写真感光体ドラム１Ｂ，
１Ｃ，１Ｍ，１Ｙ（以下、単に「感光体ドラム１」と言う）を備えており、各感光体ドラ
ム１に対向して中間転写ベルト２と転写材に転写する２次転写ローラが配置されている。
【００１８】
　各感光体ドラム１の周囲には、その回転方向上流側から順に、感光体ドラム１の表面を
均一に帯電するための帯電手段となる帯電装置３Ｂ，３Ｃ，３Ｍ，３Ｙ（以下、単に「帯
電装置３」と言う）、帯電装置３により一様に帯電された感光体ドラム１の表面に画像情
報に基づいてレーザビームを照射して静電潜像を形成する露光手段４Ｂ，４Ｃ，４Ｍ，４
Ｙ（以下、単に「露光手段４」と言う）が配置されている。
【００１９】
　更に、静電潜像が形成された感光体ドラム１の表面に各色のトナーを付着させてトナー
画像として現像し、転写後の感光体ドラム１の表面に残留したトナーを除去するクリーニ
ング手段５Ｂ，５Ｃ，５Ｍ，５Ｙ（以下、単に「クリーニング手段５」と言う）が配置さ
れている。
【００２０】
　感光体ドラム１と帯電装置３、クリーニング手段５は一体的にカートリッジ化されたプ
ロセスカートリッジ１５として装置本体に対して着脱可能に構成されている。また、各感
光体ドラム１に対向する位置には中間転写ベルト２があり、トナーを中間転写ベルト２に
転写したあと、転写材搬送ローラにより担持搬送される転写材Ｓに中間転写ベルト２の表
面に形成されたトナー画像を転写する転写手段となる転写ローラが配置されている。
【００２１】
　像担持体となる感光体ドラム１は直径３０ｍｍのアルミニウム製シリンダの外周面に有
機光導伝体層（ＯＰＣ）を塗布して構成したものである。感光体ドラム１は、その両端部
をフランジにより回転自在に支持されており、一方の端部に図示しない駆動モータから駆
動力を伝達することにより回転駆動される。
【００２２】
　帯電装置３は、ローラ状に形成された導電性ローラであり、このローラを感光体ドラム
１の表面に当接させると共に、図示しない電源によって帯電バイアス電圧を印加すること
により感光体ドラム１の表面を一様に帯電させるものである。
　露光手段４は図示しないポリゴンミラーを有し、このポリゴンミラーには図示しないレ
ーザダイオードから画像信号に対応する画像光が照射される。
【００２３】
　プロセスカートリッジ１５は、それぞれブラック、シアン、マゼンダ、イエローの各色
のトナーを収容したトナー収容部、感光体ドラム１の表面に隣接し、図示しない駆動部に
より回転駆動されると共に、図示しない現像バイアス電源により現像バイアス電圧を印加
することにより現像を行う現像装置６Ｂ，６Ｃ，６Ｍ，６Ｙ（以下、単に「現像装置６」
と言う）、トナーを現像ローラに均一に供給するための現像ブレード等を含んで構成され
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る。
【００２４】
　中間転写ベルト２の内側に配置されたローラは、４個の感光体ドラム１にそれぞれ対向
して中間転写ベルト２に当接する。これらのローラは図示しない転写バイアス電源に接続
されており、搬送ローラ７から正極性の電荷が中間転写ベルト２を介して印加され、この
電界により感光体ドラム１に接触中の中間転写ベルト２に感光体ドラム表面上の負極性の
各色トナー画像が順次転写されてカラー画像が形成される。
【００２５】
　装置本体の下部に設けられた給送カセット８に収容された紙や合成樹脂等で構成される
転写材は、給紙ローラ９により給送されてレジストローラ１０に送られる。レジストロー
ラ１０により所定のタイミングで送られた転写材は、転写材搬送ベルト２により静電吸着
して担持された状態で画像形成手段となる感光体ドラム１と転写ローラ１１との間の転写
位置に搬送される。
【００２６】
　各感光体ドラム１の表面に形成されたトナー画像が順次転写されてカラー画像が記録さ
れた後、駆動回転する加熱ローラ１３とこれに圧接して従動回転する加圧ローラ１４とを
有する定着手段１２を通過する際に加熱及び加圧処理されてトナー画像が定着された後、
排出ローラにより装置本体の上部に設けられた排出トレイ上に排出される。
【００２７】
　クリーニング手段５はゴムブレードと板金で構成され、その先端を感光体ドラム１の回
転に対してカウンタ方向に当接させ、感光体ドラム上の転写残トナーや現像のかぶりトナ
ー、ジャム処理に発生する汚れトナー等をかきとり、廃トナー収納部に送りこむ働きがあ
る。
【００２８】
　現像装置６の構成については、現像ローラはφ６ｍｍ芯金にφ１２ｍｍの導電ウレタン
で構成させており、体積抵抗５Ｅ＋６以上のやや高抵抗の弾性現像ローラを使用している
。供給ローラ９はカーボンにより導電化された発泡ウレタン材で構成されているφ１０ｍ
ｍとなっている。規制ブレードは、ｔ０．１ｍｍのＳＵＳ材で先端をL曲げによりトナー
層を規制しており、圧力をかけて現像ローラに接触し、現像ローラに対して－１００ｖで
印加している。入り口シールは、１Ｅ＋０～１Ｅ＋５Ω・ｃｍの体積抵抗の導電ＰＴＦＥ
で構成されており、現像ローラに対して同電位となっており、現像ローラ上のトナーを除
電して現像層に戻す役割をしている。トナー８．５ミクロンの粉砕トナーを用いている。
【００２９】
　装置の速度は２０ｐｐｍであるが、感光体線速は１２０ｍｍ/ｓ、現像ローラの線速比
１．４で同方向回転、供給ローラ９はカウンタ回転でありφ１０ｍｍで線速比１．０で回
転している。トナーは粒径９μ以下のポリエステル製の粉砕トナーを使用した。
【００３０】
　現像装置６には、着脱可能な追加補給容器が設置されており、現像装置内のトナーが少
なくなるとトナーが充填された補給容器を設置してトナーを補給することにより、印刷を
継続できる構成となっている。補給タイミングは補給容器内のトナーがなくなったことを
検知したり、現像装置内のトナーが少なくなったことを検知する検知手段を備えたり、印
字ドットカウンタを備えることで消費量を想定して補給を行うことがある。補給量は穂所
定にタイミングで所定量のトナーを補給する構成もあれば、補給容器内トナーのほとんど
を一気に補給する構成もある。
【００３１】
　帯電装置３の構成については、ウレタンやシリコンまたはＮＢＲの導電ゴムが使用され
、導電成分やいくつかの添加剤を含んで構成される。これには駆動装置はなく、金属軸の
両端をバネで押して、自重と共に押圧力を確保し、感光体ドラム１との摩擦により従動回
転している。これに１～１．５ｋｖの直流電圧を印加し、放電により感光体表面を４００
ｖ～７００ｖに帯電する。
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【００３２】
（第１の実施形態）
　図２は、第１の実施形態に係る帯電装置３を示す図である。帯電装置３の帯電ローラ２
１は、感光体ドラム１上に設置されている。帯電ローラ２１は中心に金属シャフト２２を
有し、金属シャフト２２の周囲はゴム厚２～４ｍｍのゴム２３で覆われている。帯電ロー
ラ２１の表層形状は、凹凸の平均間隔が１０～３０μｍである。
【００３３】
　次に、実験方法と実験結果について説明する。実験方法の装置条件は、実験装置がＳＰ
Ｃ７３０である。トナーは粉砕トナーの場合、粒径８μ，円形度０．９２であり、重合ト
ナーの場合、粒径６μｍ，円形度０．９７である。外添剤は、約２０ｎｍ小径，約５０ｎ
ｍ中径，約１００ｎｍ大径などのシリカを含んで構成されている。
【００３４】
　クリーニングブレードはウレタンゴムブレード、カウンタ接触である。感光体ドラム１
はＣＴ層膜厚２５μｍ感光体ドラムである。帯電ローラ２１はウレタンまたはシリコンゴ
ムローラ、感光体ドラム１に対して従動回転する。
　また、実験条件は、実験室環境（２３℃、５０％）が２～５％チャート、１～３Ｐ／Ｊ
、１ｓ休止を連続的に印刷し、フィルミングの発生時の感光体走行距離を記録する。
【００３５】
　図３は、第１の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。重合トナーで
、帯電ローラ２１の凹凸の平均間隔が５００μｍの場合、２％１Ｐ／Ｊでは走行距離５ｋ
ｍでフィルミングが発生し、画像に異常がでる。また、重合トナーで、帯電ローラ２１の
凹凸の平均間隔が５μｍの場合、２％１Ｐ／Ｊでは走行距離５ｋｍでフィルミングが発生
し、画像に異常がでる。
【００３６】
　外添剤をシリカで構成した円形度が高く、小径の重合トナーは、重合トナー母体から遊
離したシリカとＷＡＸ等が決着しやすく、凝集体を形成する。これが感光体ドラム１に付
着しクリーニングで剥がすことができず、メダカへと発展する。このとき帯電ローラ２１
の溝ピッチを小さく制御することで、感光体ドラム１に付着したシリカとＷＡＸなどから
なる感光体フィルミング原因物質を、帯電ローラ２１で除去することができ、フィルミン
グが延命する。
【００３７】
　感光体フィルミング原因物質は、主にシリカで構成されており、現像内で摩擦され強－
荷電になっている。現像ニップで感光体ドラム１と摩擦され、感光体ドラム１に付着する
が、強－荷電のため、付着力が高い。これを帯電ローラ２１の凹凸形状に付着した外添剤
が感光体フィルミング物質を摺擦し掻き取る。帯電ローラ２１の表面に凹凸形状があるこ
とで強く当たる部分と逃げる部分が発生し効率的に除去できる。感光体フィルミング原因
物質の形状は、２０～２００μｍのため、凹凸の径は１０～３０μｍがもっともよい。
【００３８】
（第２の実施形態）
　図４は、第２の実施形態に係る帯電装置３の凹凸形状を示す断面図と正面図である。図
４（ａ）に示すように、帯電ローラ２１の凹凸形状は、帯電ローラ２１の表材が微粒子３
１で形成されている。凹凸の平均間隔は、１０～３０μｍである。帯電ローラ２１の表面
は微粒子３１の凸のため、硬い微粒子３１が感光体フィルミング原因物資と摺擦し、掻き
取ることができる。
【００３９】
　図４（ｂ）に示すように、帯電ローラ２１の凹凸形状は、帯電ローラ２１の表層が型で
形成されている。凹凸の平均間隔は、１０～３０μｍである。型の形状により形成された
凹凸は、凸３２の削れにより微粒子が飛び出し不具合を起こすことがなく、一定の効果を
維持することができる。
【００４０】
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　図４（ｃ）に示すように、帯電ローラ２１の凹凸形状は、帯電ローラ２１の表層が研磨
で形成されている。凹凸の平均間隔は、１０～３０μｍである。研磨による凹凸形成では
、研磨目３３が周方向にできるため、トナーや外添剤による帯電ローラ表層フィルミング
が少なく、さらに長寿命を維持できる。
【００４１】
　図５は、第２の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。第２の実施形
態の実験方法は、帯電ローラ２１表面の形成法の実験条件が第１の実施形態の実験方法と
異なる。
【００４２】
　形成法が微粒子の場合、５％１Ｐ／Ｊでは走行距離５ｋｍでフィルミングが発生し、画
像に異常がでる。また、形成法が型の場合、５％１Ｐ／Ｊでは走行距離１０ｋｍでフィル
ミングが発生し、画像に異常がでる。
　形成法が研磨の場合、５％１Ｐ／Ｊでは走行距離１０ｋｍでフィルミングが発生するが
、画像に異常がでない。
【００４３】
　帯電ローラ２１の形成法は、微粒子３１で表面粗さを確保することが容易であるが、そ
の微粒子３１が核となり逆に帯電ローラ２１がシリカでフィルミングが悪く、感光体フィ
ルミング効果が小さいだけでなく、帯電性能も悪化する。
【００４４】
　型形成においては、核はないものの凹部には、外添剤（シリカ）などが堆積し、除去に
帯電ローラ２１がフィルミングしていく。
　研磨は、溝形状が周方向に長いため、凹部に堆積しつつあるシリカも、溝に沿って流れ
除去され、形状は長期に維持される。
【００４５】
（第３の実施形態）
　図６は、第３の実施形態に係る実験方法による実験結果を示す図である。第３の実施形
態の実験方法は、帯電ローラ２１の形成法を研磨にし、硬度と接触圧の実験条件が第１の
実施形態の実験方法と異なる。
【００４６】
　形成法が研磨で硬度４０°、接触圧２Ｎ・ｍの場合、５％３Ｐ／Ｊでは走行距離３ｋｍ
でフィルミングが発生し、画像に異常がでる。
　また、形成法が研磨で硬度４５°，５５°，６５°、接触圧２Ｎ・ｍの場合、５％３Ｐ
／Ｊでは走行距離１０ｋｍでフィルミングが発生し、画像に異常がでる。
【００４７】
　また、形成法が研磨で硬度７０°、接触圧２Ｎ・ｍの場合、５％３Ｐ／Ｊでは走行距離
５ｋｍでフィルミングが発生し、画像に異常がでる。
　さらに、形成法が研磨で硬度５５°、接触圧３，１０Ｎ・ｍの場合、５％３Ｐ／Ｊでは
走行距離５ｋｍでフィルミングが発生し、画像に異常がでない。
【００４８】
　帯電ローラ２１の接触条件として、従動回転時の掻き取りはニップ幅を広く、かつ圧が
高い条件がよく、接触圧は高く、帯電ローラ２１の硬度も高い方がよい。ただし、帯電ロ
ーラ２１の硬度は高すぎると接触ニップが小さくなるため、掻き取り効果は下がる。
【００４９】
　そこで、帯電ローラ２１の接触圧は３Ｎ／ｍ以上であり、帯電ローラのＪＩＳ－Ａ硬度
は、４５～６５°であるのが好ましい。硬度４５°以上で、接触部圧が確保できフィルミ
ング物質の掻き取り力を確保できる。６５°以上では、感光体への接触点は高圧となるが
、面積が確保できず掻き取り性が低下する。
【００５０】
　なお、凹凸については、平均深さ３～８μｍが有効に長期に作用する。これは、トナー
粒径が５μ～９μｍにおいてトナーが転がりにくく、トナーなどの出入りがしやすいため
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【００５１】
　また、除去された感光体フィルミング原因物質は、帯電ローラ２１の表面に付着するが
、いくつか感光体ドラム１に戻り現像に回収されていくが、発砲ウレタンなどの清掃ロー
ラを設置することで、帯電ローラ２１も悪化することなく、さらに長寿命が確保できる。
【００５２】
　また、球形トナーを用いて、感光体ドラム１のクリーニングをゴムブレードで行う場合
に、トナーが転がってすり抜けやすく拭き残し等が発生してしまうため、トナーの外添は
オイル含有のシリカを用いているが、これは同時に感光体ドラム１に皮膜を形成して、膜
削れ抑制と共に、高型化しており、付着物の付着力抑制に寄与している。
【００５３】
　さらに、感光体ドラム１、帯電装置３、現像装置６またはクリーニング手段５より選ば
れる少なくとも一つの手段を一体に支持し、画像形成装置本体に着脱自在であるプロセス
カートリッジ１５を有する。作像手段の少なくとも一つをプロセスカートリッジ１５とし
て一体化したので、濃度ムラのない良好な画像品質を維持するプロセスカートリッジ１５
を実現させ、作像手段の保守、交換を容易にするプロセスカートリッジ１５が提供できる
。
【００５４】
　本実施形態によれば、帯電ローラの表層でメダカ原因物質を掻き取るので、簡素な構成
で、効率よく感光体フィルミングを抑制することができる。
【００５５】
　なお、上述した実施の形態は、本発明の好適な実施の形態の一例を示すものであり、本
発明はそれに限定されることなく、その要旨を逸脱しない範囲内において、種々変形実施
が可能である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　感光体ドラム
　３　　帯電装置
　４　　露光手段
　５　　クリーニング手段
　２１　　帯電ローラ
　２２　　金属シャフト
　２３　　ゴム
　３１　　微粒子
　３２　　凸
　３３　　研磨目
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５７】
【特許文献１】特許第４９４９７４４号公報
【特許文献２】特開平８－２３４５３８号公報
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